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大阪癌研究会昭和52年度事業目標

常任理事田口鐵男＊

　大阪癌研究会の基本的事業として，癌に関する学術研究の奨励助成，癌制圧，癌知識の普及に努

力しなければならない。しかし，残念ながら資金不足のためどうしても研究会の活動はにぶりがち

であるこζを認めざるをえない。

　昨年度理事会，評議員会で承認いただいたように集団検診やガン相談事業の有料化によって事業

収入をあげ，研究会活動をさかんにしてゆきたいと考えている。

　そこで，本年夏までに大阪市淡路町に当研究会の大阪事業所を開設し，①ガン相談，一②乳ガンの

集団検診，③直腸癌の集団検診，④その他関連事業の拠点とする予定である。これは当研究会賛助

会員大塚グループの並々ならぬご援助と大阪商工会議所の御後援によるものである。

　とくに乳ガンと直腸ガンを手始めにとりあげたのは，胃ガン，子宮ガン，肺ガンに関してはすで

に多くの集検施設があり活動している。近年著しく増加傾向にある乳ガン，直腸ガンを研究的に阪

大微研病院外科とタイアップしてやってゆこうとするものである。

　この計画に対しては日本対ガン協会大阪支部も全面的に協力してくださることになっている。大

阪事業所を中心に施設ならびに出張検診を行ない乳ガン，直腸ガンの早期発見にっとめたいと考へ

ている。

　また，ガン相談室．を開設し，ガン知識の普及，正しいガイドによって多くの人に幸せをもたらし

たい。

　また，　癌と瓜，ミ乳ガンの自己検査法“などの発刊配布などに努力する所存である。

　とくに今年度から養助会員を増やすことに努力しなければならないが，やはり会員には癌検診を

定額料金より安くしてあげるようなシステムをつくりあげてゆきたい。

　社会状勢はかなりきびしいだけに国民の健康が何より大切であり，がんの制圧のため研究会は心

をあらたに頑張りたい。

索大阪大学教授（大阪大学微生物病研究所附属病院外科）
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